
徳
井
=
一
郎
右
衛
門

地
で
、
普
は
こ
L
か
ら
陪
川
河
岸
へ
か
け
て
、
額
制

を
値
ゑ
て
あ
っ
た
ミ
め
そ
の
名
が
起
っ
た
も
の
と
い

は
れ
、
桐
世
木
も
銀
出
も
悉
く
辿
約
の
地
で
あ
っ
た
と

似
へ
ら
れ
る
。

ザ
h
y
ラ
ギ
ジ
ン
ジ
ヤ

樋
木
神
社

石
川
都
市
抗
野

新
に
銀
座
し
、
俗
に
惚
木
の
八
岬
酬
と
呼
ば
れ
た
。
従

来
跡
中
山
も
な
く
、
泊
山
波
山
伏柑
H

光
寺
の
持
宮
で
あ

っ
た
が
、
明
治
五
年
村
匙
に
列
し
、
今
の
枇
蹴
に
改

め
た
。
他
局
胞
に
、
こ
の
地
般
の
四
郎
と
い
・
ぬ
も
の

の
邸
内
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、
信
じ
ら
れ
ぬ
。

ザ
テ
ラ
ギ
ジ
ン
ジ
ヤ
細
木
神
社

岡
山
主
抑
制
川

に
あ
っ
た
が
、
今
岡
地
官
民
紳
枇
に
併
合
し
た
。
能

管
名
跡
志
に
、『
此
の
附
を
倒
木
と
い
ふ
。
川
倒
木
の

宮
あ
り
。
御
-
州
鉢
此
花
凶
耶
加
の
命
な
り
。
春
日
の

作
。
相
隙
少
名
古
島
の
命
は
木
地
譲
附
如
来
、
行
誌
の

作
な
り
。
境
内
に
御
手
洗
の
升
と
て
認
水
あ
り
。
能

管
十
二
薮
耐
の
内
な
り
。
昔
は
一附
邸
百
合
の
大
枇
に

で
あ
り
し
に
、
平
治
年
中
鵜
川
合
械
の
時
、
共
火
の

伐
に
単
純
の
問
。
』
と
あ
る
。
こ
の
一
祉
の
邸
内
で
あ
っ

た
加
に
胸
部
川
間
八
米
三
の
老
杉
が
あ
り
、
そ
れ
を

鍛
木
の
大
拶
と
い
う
て
ゐ
る
。
明
治
以
前
は
こ
L

に

天
仰
が
住
む
と
信
ぜ
ら
れ
て
、
侮
年
四
五
回
瓜
焔
を

銘
じ
て
祭
っ
た
。

サ
テ
ラ
ダ

棚盟国

石
川
応
大
山
日
正
に
制
す
る
部

都。
ザ
テ
ラ
タ
ウ
ゲ
槌
隙

臥
京
都
宮
地
か
ら
沼
田

の
う
ち
尻
聞
に
越
え
る
峠
。
高
さ
二
六
一
米
。

サ
ク
ラ
ダ
キ
拠
出
制

鳳
主
郡
深
見
川
の
上
流
に

あ
る
問
。

4
y
h
y
ラ
ダ
キ
刷
出
瀧
臥
京
都
仁
伊
川
の
上
流
に

あ
る
制
。

サ
テ
ラ
ダ
ゴ
ゼ
ン
拠
回
御
前

加
飢
滞
中
山
第
五

代
前
出
綱
紀
の
女
節
剣
は
、
路
島
侯
浅
野
吉
長
に
銭

し
て
、
慢
出
御
前
と
呼
ば
れ
た
。
叉
安
務
御
前
と
も

L
」。サ
テ
ラ
ダ
ゴ
ゼ
ン
棚
盟
国
御
前

加
賀
滞
京
第
六

代
前
凶
古
田
徳
の
女
将
代
蜘
。
阪
ぬ
侯
浅
野
宗
恒
に
嫁

L
、
棚
田
川
御
前
と
呼
ば
れ
た
。

ザ
テ
ラ
ダ
=
シ
ヤ
棋
谷
結

石
川
猟
傑
出
の
底

土
前
で
あ
っ
た
。
佼
那
武
嗣
主
制
民
剛
氏
の
策
動
し
た

祉
で
、
門
小
前
は
削
総
律
剣
命
と
せ
ら
れ
る
が
、
今
は

大
野
山
田
紳
枇
に
合
紺
せ
ら
れ
た
。

サ
ク
ラ
パ
タ
ケ
徳
畠

金
仰
の
川
名
で
.
今
一

番
了
よ
れ
，
十
格
丁
主
で
あ
る
。
此
の
地
は
阿
川
線
の

断
出
の
上
、
吹
屋
坂
遊
か
ら
吹
上

・
闘
野
訟
の
惣
名

で
あ
る
。
昔
は
京
野
新
村
の
瀧
地
で
、人
家
も
な
く
、

畑
出
舗
の
み
防
相
ゑ
て
あ
っ
た
込
め
に
此
の
名
が
起
っ
た

の
で
、今
娘
木
と
呼
ぶ
地
も
一
路
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。

サ
ヲ
ラ
パ
タ
ケ
カ
h
y
パ
棚
田

a角
場
官
家
見
開

銀
に
、『
見
文
三
年
六
且
三
日
以
川
聞
出
品
之
下
が
け
、

浅
野
川
制
斡
山
之
下
、
京
之
内
御
家
中
之
諦
士
銀
魁

初
古
前
に
彼
定
。
依
之
即
日
出
版
之
外
、
於
開
山
々
餓
飽

打
候
出
剛
被
停
止
。
』
と
あ
る
。
延
資
金
制
印
刷
に
は
こ
の

向制
帽
を
二
十
聞
に
三
十
聞
と
記
し
て
あ
る
。

ザ
ヲ
ラ
ヰ
タ
エ
モ
ジ
樫
井
九
右
衛
門

品開
四
百

石
。
大
坂
一品
役
に
脅
同
国
口
に
て
前
首
一
つ
を
取
っ

た
。
子
無
く
、
地
制
治
郎
左
衛
門
の
二
男
を
相
官
益
子

と
し
て
九
右
衛
門
と
脱
し
た
。
こ
の
九
右
衛
門
文
子

な
く
、
抽
出
二
代
治
部
左
衛
門
の
拡
男
入
十
郎
を
益

子
と
し
た
が
、
父
子
不
利
の
お
に
之
を
返
し
、
迭
に

家
断
絶
し
た
。

ザ
ヲ
ラ
ヰ
ゴ
ウ
捜
井
郷

勉

賂

杷
に
、
河
北
部

獄
師
村
若
宮
八
幡
の
駐
砲
に
、
市
祉
は
桜
井
の
郷
に

鎮
座
す
る
と
あ
る
が
、
開
制
に
醐
盟
升
郷
と
い
ふ
も
の

は
な
い
と
記
す
る
。

ザ
ク
ラ
ヰ
サ
プ
ロ
Z

モ
ン

サ
ク
1

1

サ
ケ

河
北
郡
高
松
の
入
。
天
正
十
二
年
末
森
の
役
の
起
っ

た
時
、
前
回
利
家
の
錦
に
敵
情
を
告
げ
、
日
つ
鰐
柑
帯

し
た
功
に
依
旬
、
三
郎
右
衛
門
抽
出
び
に
村
民
の
宅
地

の
永
代
地
子
銀
を
抱
ぜ
ら
れ
た
。
図
っ
て
村
民
等
恩

を
謝
す
る
錦
、
天
明
中
三
郎
右
衛
門
の
嗣
を
建
て
ふ

英
之
枇
と
抑
制
し
‘
務
永
二
年
之
を
額
之
祉
の
抽
出
内
に

湿
し
た
が
、
明
治
八
年
地
租
犯
除
を
止
め
ら
れ
る
に

及
び
.
一見
に
僻
を
英
之
祉
の
傍
に
建
て
、
嗣
は
大
正

近
年
之
を
雌
し
て
額
之
駐
の
相
殿
と
し
た
。
三
郎
右

衛
門
は
叉
笛
て
羽
咋
郡
太
田
か
ら
大
海
川
の
水
を
引

〈
こ
と
延
長
二
塁
二
十
四
刷
、
以
て
加
能
の
団
地
図

百
八
十
三
阿
に
溜
滋
の
利
を
奥
へ
た
と
い
ふ。

サ
ク
ラ
ヰ
セ
ツ
カ
ン
槌
弁
雲
館
金
制
仰
の
俳
人
。

梅
室
の
交
で
、
俳
踏
を
希
凶
に
息
ん
だ
。
究
政
二
年

一
一
且
サ
二
日
夜
。
享
年
七
十
四
。

ザ
テ
ラ
ヰ
ト
モ
チ
カ
鍵
井
知
親
泊
抑
制
木
曾
右

衛
門
、
初
め
駕
成
。
鑓
兵
衛
正
可
の
三
男
。
斑
文
十

一
年
俸
十
人
扶
持
を
得
て
御
坊
tsA
と
な
り
、
延
柑
H

五

年
新
知
百
五
十
一h
を
受
け
、
拠
小
将
に
列
し
、
元
職

一
ニ
年
五
十
石
を
加

へ
、
十
四
年
総
外
に
班
し
、
苧
保

九
年
御
潟
刷
出
に
称
じ
、
元
文
三
年
八
十
三
訟
を
以
て

夜
し
た
。
そ
の
系
統
は
孫
木
曾
右
衛
門
正
路
に
一
主
っ

て
断
絶
し
た
。

サ
ヲ
ラ
ヰ
パ
イ
シ
ツ
棋
井
篤
室

金
搬
の
釧
人
。

遁
務
次
郎
作
、
部
は
能
充
。
明
和
六
年
金
慨
に
生
ま

れ
、
開削
刀
を
梁
と
し
て
ゐ
た
。
例
名
は
初
め
訟
紙

・

素
芯
・葉
信
、
所
居
は
方
岡
野
・温
法
庵
・徐
花
削
・怨

松
庖
・相
限
軒
・州
出
庵
な
ど
ふ
い
ひ
‘
文
陸
々
山
人
と

裂
し
た
こ
と
も
あ
る
。
初
め
脂
来
に
製
び
、
後
川
附
斑

を
師
と
し
た
。
文
化
元
年
出
遊
以
後
足
跡
天
下
に加ば

く
、
江
戸
・
京
都
及
び
金
慨
に
位

L
、
第
永
四
年
四

且炉、
に
二
傍
家
か
ら
花
之
下
宗
匠
の
川
町
を
受
け
、
五

年
十
且
朔
日
京
都
で
八
十
四
践
を
以
て
夜
し
た
。
本

善
寺
に
採
り
、
金
制
仲
間
民
党
寺
に
分
骨
せ
ら
れ
た
。
そ

の
句
集
に
は
締
室
附
合
集
・
出
制
官
車
両
吟
必

・
梅
室
家

集
・方
凶
制
踏
集
・
方
制
捜
句
集

-m補
掌
中
締
室
震

句
集
・
制
中
類
川
出
方
倒
句
集
が
あ
る
。
叉
追
悼
集
に

か
き
く
れ
集
が
あ
り
、
残
年
の
服
用
捌
東
山
双
林
寺

で
興
行
し
た
百
部
そ
の
他
を
絞
せ
、
受
年
刊
行
ぜ
ら

れ
て
ゐ
る
。
安
政
元
年
賂
脱
の
春
松
の
諾
し
た
務
室

紀
年
録
に
よ
っ
て
、
経
も
能
く
そ
の
生
援
が
続
は
れ

る。
サ
h
y
ラ
ヰ
マ
サ
ミ
チ
槌
井
正
路
辺
都
弧
次
郎
・

木
曾
右
衛
門
。
詑
保
三
年
幼
少
で
(
火
作
右
衛
門
正
方

の
融
三
の
一
を
裂
ぎ
、
貸
出
円
四
年
本
知
二
百
行
に
復

し
、
御
馬
姐
に
斑
し
た
が
、
明
和
元
年
二

E
叶
二
日

不
行
献
を
以
て
改
易
せ
ら
れ
た
。
時
に
』
H

六
銭
。

サ
h
y
ラ
ヰ
マ
サ
ヨ
襖
井
正
世

泡
純
平
十
郎
。

初
郎
正
成
。
鍔
兵
衛
正
可
の
嫡
子
。
市
山治
二
年
中
小

崎
肘
と
な
り
、
覧
文
三
年
新
知
百
五
十
一
砲
を
受
け
、
オ

一
年
五
十
行
を
加
へ
、
征
氏
五
年
大
小
将
に
列
し
、

元
総
五
年
位
入
の
二
百
五
十
石
を
磁
い
で
自
分
知
を
除

き
、
正
徳
元
年
一
A
H捌
六
十
八
肢
を
以
て
捜
し
た
。

ザ
9
-
7ヰ
マ
サ
ヨ
シ
槌
井
正
可

泡
椛
鑓
兵
衛
o

p
A
m
m
訟
法
安
は
校
一
中
忠
直
に
仕
へ
た
が
、
問
国
授
の
末

機
人
し
て
郷
里
河
内
丹
南
泌
に
退
き
、
W
A
文
三
年
四
日

し
た
。
正
可
正
保
二
年
前
刷
利
時
に
仕
へ
て
大
小
将

と
な
り
、
=
一
年
二
百
五
十
一
れ
を
交
け
、
天
和
二
年
御

馬
姐
に
班
し
、
元
職
四
年
七
十
九
段
を
以
て
裂
。
そ

の
嫡
統
は
間
々
相
続
い
で
滞
の
御
右
策
を
勤
め
た
。

サ
ク
ラ
ヰ
リ
ヨ
ウ
ゲ
ン
製
井
了
元

総
は
有
氏
。

貸
出
間
四
年
御
銭
臨
に
召
出
さ
れ
て
係
十
人
扶
持
を
受

け
‘
明
和
元
年
四
且
七
十
山
闘
を
以
て
夜
し
た
。
子
孫

了
元
・大
阪
・了
元
直
克
容
梢
綴
f
、。

サ

ケ

鮭

政
事
袈
略
厨
秘
延
長
十
四
年
八
且
十

五
日
の
官
符
、定
結
凶
例
地
地
子
新
物
の
う
ち
に
『
加

三
三
九


